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写真： 東京農業大学奥多摩演習林内の林床に群生する薬草ハシリドコロの様子（2025 年 5 月） 
「これは毒草だからシカは食べない。シカの食害圧が強いので彼らが優占した林床になっています。誤って食すると苦しくなって走り回るからこ

の名前で，別名はキチガイイモ。」これまでは演習林実習でこう説明するくらいでしたが，実はハシリドコロの根茎はロートコンという生薬原料に

なります。ならば，ということでハシリドコロの林間栽培による生薬原料の国産化を目指すことになりました。（橘 隆一，研究ノート参照） 
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日本緑化工学会 コミュニティレター 4号 

第57回 日本緑化工学会 大会研究発表申込みのお知らせ 

日本緑化工学会編集委員会 

通 常 号         委員長 岡 浩平 

大会特集号 論文部門     委員長 岡田準人 

大会特集号 技術報告部門 委員長 中村 大 

第57回日本緑化工学会大会は，2026年9月1日～3日に帯広畜産大学にて開催される予定です。皆様の積極的なご参

加をお願いいたします。なお，大会開催の詳しいお知らせや研究集会開催および資材・工法等展示の申込み等につき

ましては，学会HPや会員news-mailにて案内いたします。 

１．発表の取扱いについて 

 発表は「論文部門」と「技術報告部門」と「研究交流発表部門」に分けて行います。大会特集号に論文や技術報告

が掲載された場合は，大会での発表が義務づけられますのでご注意ください。なお，大会の開催形式や発表形式など

は，詳細が決まり次第，学会HPなどで案内いたします。 

 「研究交流発表部門」は，緑化に関する話題提供とそれによる議論や研究交流を目的とした発表で，A4サイズ1頁

程度の簡単な要旨の提出で発表に臨んでいただくことができます。学生や企業の若手研究者・技術者，緑化以外の分

野からの申し込みにも期待しています。 

なお，研究交流発表部門への申込方法等は，今後，大会運営委員会より学会HPなどにて案内いたします。 

２．「論文部門」「技術報告部門」への発表申込方法  

（1）発表申込者は，学会HPに掲載の方法に従ってお申し込みください。 

（2）発表原稿は学会HPの「投稿規程・執筆要領」に従って作成してください。投稿については，オンライン投稿シ

ステム（Editorial Manager：https://www.editorialmanager.com/jsrt/）からの投稿となっています。学会HPの

原稿テンプレートをダウンロードして，原稿を作成してください。 

（3）論文は一編につき15,000円，技術報告は同10,000円の掲載料が必要です。支払い方法は，別途案内します。 

論文申込み締め切り 2026年2月17日（火）［必着］  

論文原稿締め切り 2026年3月 5日（木）［必着］  

技術報告申込み締め切り 2026年4月14日（火）［必着］  

技術報告原稿締め切り 2026年5月 7日（木）［必着］ 

［問合せ先：論文部門］（大会運営委員会とは異なります） 

〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1 16号館4階 

大阪産業大学 建築・環境デザイン学部 建築・環境デザイン学科（気付 岡田） 

日本緑化工学会 大会特集号編集委員会（論文部門） 

TEL：072-875-3001 FAX：072-871-1259 

E-mail：jsrt57.ronbun@gmail.com  

［問合せ先：技術報告部門］（大会運営委員会とは異なります） 

〒090-8507 北海道北見市公園町 165番地 

国立大学法人北海道国立大学機構 北見工業大学  社会環境系（気付 中村） 

日本緑化工学会 大会特集号編集委員会（技術報告部門） 

TEL：0157-26-9539 FAX：0157-26-9125 

E-mail：dnaka@mail.kitami-it.ac.jp
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日本緑化工学会 コミュニティレター 4 号 

「日本緑化工学会賞」受賞候補者の推薦について 

 

第 19期 学会賞選考委員会 

 

 

 日本緑化工学会は、緑化工に関する学術および技術の進歩をはかるため、緑化工に

関して特に優れた業績をあげた日本緑化工学会員に「日本緑化工学会賞」を授与しま

す。つきましては、下記の受賞候補者推薦要領により受賞候補者を募りますので、会

員各位には所定の「推薦書」（P7：学会HPからダウンロード可）に必要事項を記入の

上、「業績資料」を添えて、令和 8年 5月 15日(金)までに推薦（会員による他薦）して

いただくようお願いします。審査は「日本緑化工学会賞規定」により選出された「日

本緑化工学会賞選考委員会」が行い、学会総会において受賞者を発表し、受賞者には

表彰状ならびに賞牌を贈呈します。 

 

「推薦書」は添付ファイルをご使用ください。 

 

推薦にあたっては「受賞候補者推薦要領」を読んで下さい。 

 

1. 受賞候補者は個人あるいは企業等団体の代表者（技術奨励賞は発注者も含める）と

します。 

2. 被推薦者または団体が発表された業績資料のリストを添付してください。過去に学

会賞の受賞歴のある候補者については、業績リストに受賞歴も含めてください。業績

資料は PDF 化し、本推薦書と共に以下の提出先まで電子メールで送付してください。

電子メールの件名は「日本緑化工学会賞推薦書類」と記入してください。なお、書籍

の場合は業績リストに ISBNコードを記入して頂ければ PDFの送付は必要ありません。 

3. 提出期限：令和 8年 5月 15日(金)（期限厳守）電子メール提出後 7日以内に受け取

り確認の連絡がない場合には、提出先にお問い合わせください。 

 

 提出先：日本緑化工学会 学会賞選考委員会 福井 亘 

  E-mail：wfukui@kpu.ac.jp  
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日本緑化工学会 コミュニティレター 4号 

「日本緑化工学会賞」受賞候補者の推薦について 

日本緑化工学会は、緑化工に関する学術および技術の進歩をはかるため、緑化工に関して特に優れた業績をあげた日本緑

化工学会員に「日本緑化工学会賞」を授与します。つきましては、下記の受賞候補者推薦要領により受賞候補者を募ります

ので、会員各位には所定の「推薦書」（P7：学会 HP からダウンロード可）に必要事項を記入の上、「業績資料」を添えて、

令和 8 年 5 月 15 日(金)までに推薦（会員による他薦）していただくようお願いします。審査は「日本緑化工学会賞規定」

により選出された「日本緑化工学会賞選考委員会」が行い、学会総会において受賞者を発表し、受賞者には表彰状ならびに

賞牌を贈呈します。 

「日本緑化工学会賞」受賞候補者推薦要綱 

1．論文賞：日本緑化工学会誌や Landscape and Ecological Engineeringの掲載論文複数を含めて筆頭著者または責任著

者（Corresponding author）の査読付論文 3本程度以上のまとまりのある優れた研究、あるいは学術的著書に対し授与

する。

2．技術賞：優れた緑化・自然再生現場の担当者に授与する。また、優れた著書等も対象とする。 

3．功績賞：緑化工学の発展に寄与された方々に対し授与する。 

4．研究奨励賞：まとまりのある今後の発展が期待される日本緑化工学会誌や Landscape and Ecological Engineeringに

掲載された筆頭著者または責任著者（Corresponding author）の査読付論文 2本程度の研究に対し授与する。特に若

手会員（学生会員であるか、大学卒業後あるいは大学院修了後 5年程度までの正会員）への推薦も推奨する。 

5．技術奨励賞：筆頭著者の技術報告 3本程度以上のまとまりのある報告に対し授与する。施工者あるいは発注者等も併

せて対象とする。 

学会賞規定 

平成 5年 4月 20日制定 

第 1 条 緑化に関する学術および技術の進歩を図るため、日本緑化工学会賞（以下学会賞という）を設ける。 

第 2 条 学会賞は緑化工に関して、特に優秀な業績をあげた日本緑化工学会会員に授与する。 

第 3 条 学会賞の授与は毎年度 1回行うものとし、総会の席上で会長が授与する。ただし、授与該当者がない場合はこの

限りでない。 

第 4 条 学会賞を授与される者（以下受賞者という）を選考するために、日本緑化工学会賞選考委員会を設ける（以下委

員会という）。 

第 5 条 受賞者の決定は委員会の選考結果に基づき、理事会が行う。 

第 6 条 委員会は委員 5名以上 12名以内、幹事若干名をもって構成する。委員および幹事の任期は 2年とする。ただし、

再任は妨げない。 

第 7 条 委員は理事会が選考し、会長が委嘱する。委員は互選により委員長を定める。委員長は委員のうちから副委員長

を指名することができる。幹事は委員長が指名する。 

第 8 条 受賞者の選考は委員の 3分の 2以上の出席の下に行う。ただし、文書をもって出席に代えることができる。 

第 9 条 受賞者の選考手続きに関して必要な事項は委員会で定める。 

第 10条 本規定は理事会の承認を得て変更することができる。 

第 11条 本規定は平成 5年 4月 20日より施行する。 
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日本緑化工学会 コミュニティレター 4号 

 

日本緑化工学会賞候補者推薦書 

令和  年  月  日提出 

受賞候補者 

氏名 

所属 

住所 

連絡先：Email           TEL 

生年月日 

年    月    日 

部        門 論文賞 ・ 技術賞 ・ 功績賞 ・ 研究奨励賞 ・ 技術奨励賞 

推薦対象の 

題      目 

 

推   薦   者 

氏    名 印 所属・

職 

 

住    所  

連 絡 先 Email                 TEL 

推薦理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推薦にあたっては「受賞候補者推薦要領」を読んで下さい。 

1. 受賞候補者は個人あるいは企業等団体の代表者（技術奨励賞は発注者も含める）とします。 

2. 被推薦者または団体が発表された業績資料のリストを添付してください。過去に学会賞の受賞歴のある候補者につい

ては、業績リストに受賞歴も含めてください。業績資料は PDF化し、本推薦書と共に以下の提出先まで電子メールで

送付してください。電子メールの件名は「日本緑化工学会賞推薦書類」と記入してください。なお、書籍の場合は業

績リストに ISBNコードを記入して頂ければ PDFの送付は必要ありません。 

3. 提出期限：令和 8年 5月 15日(金)（期限厳守）電子メール提出後 7日以内に受け取り確認の連絡がない場合には、提

出先にお問い合わせください。 

提出先：日本緑化工学会 学会賞選考委員会 福井 亘 E-mail：wfukui @ kpu.ac.jp 
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日本緑化工学会 コミュニティレター 4 号 

会長就任のご挨拶 

簗瀬知史（東日本高速道路株式会社） 

2025年 9月 8日に開催された総会において第 19期会長に選出された簗瀬（やなせ）です。 

私の会長就任の意味は，16期から続いている組織改革の中，編集システム導入以外で取り残されている事業部

門の透明化と合理化と同義であると考えます。 

17 期，18 期では，高橋前会長が大ナタを振るって学会誌のデジタル化を導入し，冊子の廃止による大幅な支

出削減および編集業務の省力化がなされ，4年間で満足のいく決着を見ました。 

しかし，他の事業部門についてみますと，経理的な面については，財政の危機的な状況を脱したとはいえ，「経

理」そのものの適正化は未達成と言え，少しずつ見直す必要があります。総務部会で所掌する会員管理と会費管

理（（経理部会）は，ほとんどが人力で対応するようになっており，ヒューマンエラーと無駄な労力，無駄なコス

トを出し続けていると言え，学会ホームページ管理に至っては，構造が複雑でわかりにくい状態で抜本的な見直

しに迫られおり，HP・広報部会準備委員会を立ち上げます。 

諸問題を掘り下げていくと，特定の理事が長く就任することで，様々な業務の引継ぎが出来ない属人的状況と

なっているものが多く，理事会で決まったことになっている（「おかしな事」がいつまでたっても会則にも内規に

も反映されずにまかり通っているなど，組織としては致命的な欠陥が見えてまいりました。 

数年前までは，自己申告（（自称学生会員，会費未払いのまま投稿やイベント参加など会員特典享受）OK，無記

名の領収書配布など，物理的な対応困難から（「なあなあ」で済まされてきた内容は，致し方のないこととは言え，

時代の流れからは逆行していると言わざるを得ませんが，労力が膨大で，ボランティアの域を逸脱するのも事実

と言えます。 

この 2年で，それら生命線とも言える会費収入の基礎をしっかりさせ，可能な限り，人力対応からの自動化と

分かりやすくシンプルな仕組み作りに取り組んで参ります。 

これによって，多大なご負担を強いている事業部門系を担当される理事の負担軽減がなされ，今後，様々な学

会活動が活性化しやすくなると信じております。 

研究部門につきましては，活動等現状を維持したうえで，監事からの提言にあったように，近年多くを Webに

頼っている活動に加え，空気感を踏まえたうえで情報交換や議論など対面での開催も復活して行っていただきた

いと思います。 

当学会で，他にない特徴をと考えると，今のところ安価な年会費と掲載料しか思い浮かびません。今期からは，

少しだけ若手会員の獲得・定着に向けた方策を講じていきたいと考えます。 

若手技術者育成に関して申し上げますと，自身，人は（「育てるもの」ではなく，きっかけさえあれば（「勝手に

育つもの」と考えます。そのための器（（機会）を提供するのが学会の役目で，全面的にバックアップしていきた

いと考えますが， 会員獲得のために必要なことは，やはり，会員が，「有意義で，楽しいと感じること。」で，あ

る意味商売の極意と変わらないと思います。 

どこまでできるかはわかりませんし，軌道に乗るかも皆目見当もつきませんが，各地方で行われる研究部会の

行事などに抱き合わせて，若手研究者（・技術者向けの技術交流会の開催を考えていますので，企画部会，各研究

部会等での対面行事を企画される際には，お声がけいただけると幸いです。 

会員の皆様には，積極的にそして無理のない程度に，ご協力いただきますようお願いいたします。 
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日本緑化工学会 コミュニティレター 4 号 

村井 宏先生のご逝去を悼む 

吉﨑真司（東京都市大学名誉教授） 

 

日本緑化工学会に大きな功績があった村井 宏先生が本年 6月 14日に急逝され，ご葬儀が 6月 18日に盛岡市

の願教寺にて執り行われました。享年 97 歳でした。亡くなる直前まで普通にお話をされていたということで，

ご家族も大変驚いていらっしゃいました。 

 村井 宏先生は，72歳の時に 1冊，東日本大震災のあった 82歳の時に 2冊，92歳と 94歳の時にそれぞれ１

冊の本を取り纏め，ご自身やご家族の歴史，専門分野への思いを著してきました。そして今年は次に出版する予

定の「 白寿の森に近づく－前向きの道を求めて－」の執筆に取りかかっていらっしゃいました。構成は，第 1章「 

残されているいくつかの課題，第 2章「 身近な課題，第 3章「 エッセイ集，となっています。特に，第 1章では，

1. 森林火災の発生と拡大防止のために，2. 津波被害後の森林自然回復に注目を，3. 有力な風力開発域の北上高

地の状況，となっており，今年の 2 月に発生した大船渡での森林火災の状況を案じて執筆を開始されましたが，

それがご遺稿となりました。今年の 10 月に開催された日本海岸林学会岩手大会（陸前高田市）の現地検討会は

大船渡の森林火災跡地で行われ，樹林の被害判定には先生の論文が採用されていました。 先生が私たちをここ

へ連れてきてくれたのだな。」と強く感じました。 

 先生は，盛岡農林専門学校林学科をご卒業後の 1949（昭和 24）年に林野庁に入庁され，北海道北見営林局を

経て，1952「（昭和 27）年に林野庁林業試験場に出向，1959「（昭和 34）年からは当時の農林省林業試験場東北支

場（盛岡市内）で研究に従事されました。1971（昭和 46）年には，農学博士（北海道大学第 869号）を取得さ

れ，その後 1979「（昭和 54）年に静岡大学農学部教授，1991「（平成 3）年からは母校である岩手大学農学部教授，

大学院連合農学研究科専任教官として教育「 研究に従事され，多くの学生を指導「 輩出されました。まさに日本

の戦後復興期から高度経済成長期を経て現在に至るまでのすべての期間における「 森と緑と水」に関する研究を

牽引してきた研究者です。 

 学会活動も積極的で，日本海岸林学会，日本林学会，砂防学会など多くの学会で活動されましたが，特に日本

緑化工学会においては 1989年から 1995年 4月の 6年間にわたって評議員 理事として学会運営，学会誌編集

委員長を務めるとともに，研究部会設置を自ら提案し，乾燥地緑化研究部会長（初代），積雪寒冷地研究部会長

（初代）を歴任されるなど多くの貢献を行い， 1996年には学会より功績賞を授与されています。この間，1990

年には緑化技術用語事典「（山海堂）の出版にご尽力されました。また，日本林学会「（現在，日本森林学会）から

は 1978年に「 林地の水および土壌保全機能に関する研究」で学会賞を，2005年には東北森林科学会賞を授与さ

れています。 

 社会活動においても，静岡県では自然環境保全審議会，岩手県では自然環境保全審議会，森林審議会委員など

を歴任しました。特に岩手県内では，東北地域環境計画研究会，環境パートナーシップ，みどりを守り育てる岩
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手県民会議，森林水産研究会，森と緑の研究会などを通して岩手の自然や森林環境の保全に大いに貢献されまし

た。1995年には岩手日報文化賞，2003年には環境大臣表彰（地域の環境保全）を授与されています。 

先生は多くの論文を発表しています。研究論文として 85編，研究資料等として 58件，関連調査研究報告書と

して 94件，総説を 22件，シンポジウム 講演等として 32件のほか，海外研究「 調査等として 18件の案件に取

り組まれました。 

学術図書の出版にも精力的に取り組まれ，混牧林施業と林地保全「（1972），治山緑化工学「（1984），緑化技術用

語事典（1990），ブナ林の自然環境と保全（1991），日本の海岸林（1992），環境緑化工学（1992），のり面緑化

の最先端「（1995），新編治山「 砂防緑化工学「（1997），ふるさとの荒れ地を緑に「（2004），甦れ！ふるさとの海岸

林（2019）の編著者のほか多くの学術図書の分担執筆も担当されています。 

筆者が先生とお会いしたのは 1986年 12月です。出会いは偶然でした。別用で母校の学科事務室にいた私に，

 吉﨑君，砂漠に興味はないかね？」という言葉をかけていただいたときです。その時村井先生は 57 歳，筆者

は 31歳でした。それから約 40年もの長きにわたって公私ともにご指導いただきました。特に，UAEでの乾燥

地における防風 防砂林の造成研究は静岡大学農学部と UAE 大学農学部との共同研究（乾燥地農業の改善に関

する研究）で，40℃を越える砂漠の中で土壌調査や植栽木の成長調査を一緒に行ったことは忘れられません。北

上高地の風力発電施設の開発と立地の評価，東日本大震災後の海岸防災林の修復，「 宮古市かわい木の博物館」に

関する調査 研究をご一緒できたことは筆者の宝となりました。 

村井 宏先生のご冥福をお祈りいたします。 

 

  村井 宏教授（中央） 松田敬一郎教授と UAE大学農学部教授 Dr.AlAfifi 

  －静岡大学 UAEプロジェクトチームスタッフとともに－（1988年 9月 Al Oha Farm, Al Ain） 
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研究ノート Research Note  
 

令和七年早春の「大船渡山林火災」を考える 

 

村井 宏  

 

元岩手大学大学院連合農学研究科教授 

                     
岩手県は，全国的な視点に立てば，北海道に次ぐ林野火災

の大規模発生地として，古くから知られていた。たまたま林

野庁林業試験場に就職した私は，岩手県の好摩に所在する同

所東北支場防災研究室に勤務し，永らく森林火災や森林環境

を研究していた佐藤正室長の配下で，森林火災の研究を分担

させて頂いた。それがご縁で静岡大学や岩手大学に転属した

後も，林野火災関係の調査や試験を行い，ギリシャや中国の

被災地まで出かけ，仲間とともに研究する機会を得た。その

中で，美しい紺碧のエーゲ海に面したペロポネソス半島の山

火事を調べ，大規模土砂から濁流が海を汚す情景も光景も目

の当たりにした。 

岩手県でも林野火災で焼失面積が最も大きかったのは，

1961 年の「三陸フェーン大火」で，二万六千㌶を焼いている。

次いで，1983 年には久慈市で千八十五㌶の被害が発生した。

両災害調査に，林業試験場に勤務の私が責任者として当たっ

た。これらの成果は農林省林業試験場報告に掲載されており，

その一部は私の学位論文（北海道大学）となっている。その

後，春季の乾燥期に山火事被害はあったが，幸いにもそれほ

どではなかった。14 年前三陸沿岸地帯は，東日本大震災で津

波を経験した地域ではあるが，その復旧対応で精一杯で山火

事被害は，忘れかけていたことであろう。 

岩手県の森林火災は，西側の多雪・多雨の奥羽山系では，

融雪で地盤が湿っているが，東側の北上山地は少雪・少雨で，

特に春季は風が強く乾燥している。落葉広葉樹類や地表草本

類が枯れたままの時期は，たまたま原野や耕地の整備時期と

重なり，焚火や火入する機会が多い。このような活動が森林

火災の発生の原因となっている。強風による立木の摩擦によ

る自然発火は，ごくまれであると考えてよい。換言すれば，

森林火災は農林作業や家屋周辺の火入れに関わっている。 

この度の 2025 年 2 月下旬からの大船渡市周辺の森林火災

は，当初，近年のように小規模でおさまるかと思われたが，

地元消防の力ではおさまらず，近県や自衛隊のヘリコプター

等の支援を受けても，中々セーブできず 1 週間経過し，3 月

9 日の降雨で漸く鎮火状態となった。延焼面積二千九百㌶，

これは大船渡市の約 29％に相当する。一般住宅等施設約二百

個所に被害を与え，一名のご老体の地元民の人命も失ってい

る。被害総額も未定だが多額に達するであろう。予想もしな

かったが，1983 年に発生した久慈市の森林火災被害に接近す

る規模となった。 

日頃，岩手県農林水産部では，林野火災発生を警戒し予防

に努力している。林野火災がこのところしばらく小規模で，

些か関係者は安堵感もあったと思われる。当初，2 月 25 日に

発生した陸前高田市内の森林火災は思いがけない場所で発生

したが，その発見は速やかであり小規模，短期間に消火させ

ることが出来た。地元ではほっとされたことであろう。 

続いて発生した大船渡市の森林火災は，気象条件や乾燥し

た林野の状況から，予想以上に規模が拡大してしまった。県

内の消防車や自衛隊の活動や県外の支援を無視する如く展開

したのは，乾燥気味で雨が最近は少なく，林野が乾ききって

いたことに他ならない。大船渡市は「温量指数」が 86 以上

で，未満の宮古市や久慈市と異なって，落葉広葉樹林帯と異

なり，暖温帯広葉樹林に該当している。高田・久慈よりも寒

さが厳しくないが，12 月から 3 月まで，降水量は 50 mm 以

下である。2 mm 以上の雨があったのは，2 か月ぶりであっ

た。このような立地条件であり，山地を覆う森林の管理や整

備は，人手不足もあり地元の支援が得難くなっていたと考え

られる。 

この度の山林火災の経験から，今後の発生予防に参考にす

べき事実が多いように思われる。多くの方々の指摘と合致す

ると考えられるが，これまでの私の調査研究を通して，発生

環境から，消火対策，予防措置まで要点を述べてみる。 

 

（1）北上高地から太平洋岸までの県内の気象環境は，春先

の 1～3 月は乾燥季に入る。多雪湿潤な奥羽山系と異なり，

林野火災に見舞われる機会が高い。冬季を含むが，この季節

は地元住民はもとより，外来者にも注意と情報が必要である。 

（2）しばらく大規模山火事がなかったのは，安全になった

とは考えずに，むしろ，発生危険度が高まりつつあると考え，

期間中重点的な林野巡視活動や区域はもちろん，広域対象に，

可能な機動力を導入し，配慮されることを期待したい。 

（3）この度の山火事の延焼の仕方を見ると，スギ人工壮齢

林の厚く堆積した落葉層に着火した後拡張し，下枝から樹幹

を経由し，林冠層に展開し拡大している事例が多い。したが

ってこのような林況は燃えやすいと認識し，間伐を遅れない

ようにすること，また，できれば林床の手入れをしたいもの

である。 

（4）防火対策としては，既存の防火線の維持管理と集落上

への新設，可能であれば新たに多目的な簡易山道を新設した

い。これらは近辺集落や林野や諸施設を防護できる。現政府

が掲げる国土防災施策にも含められるであろう。 

（5）山火事の跡地は，準平原の場所は別として，大船渡地

区では急斜面が多い。林床部分まで火が入ったところは，火

災後風水食の危険地であり，最後まで確認すべきである。先

の三陸大火や久慈市の火災跡でも大規模な侵食地が発生し，
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下流に土砂が流出し被害を与えた。この度の被災地でも二次

災害の発生危険度が高いので，緊急な跡地対策が必要である。 

（6）対策としては，この地方にはこれまで海辺にはアカマ

ツ・クロマツが内陸にはスギ・ヒノキが主体に植栽され（一

部天然生），海崖にはタブノキ，エゾイタヤ・シナノキが主

である。今後，針葉樹類を抑え落葉広葉樹類をできるだけ導

入したいものである。火災や津波に耐えるには，以前より防

火に強い林相を仕立てる努力が必要であろう。 

（7）二次被害の予防のためには，荒廃林地の侵蝕防止に，

林床が焼けて裸出した急傾斜地を優先に，表土の流出を抑止

しつつ，むしろ張りによる常緑草（常緑のクリーピングレッ

ドフェスクやクローバー類）やヤナギ類（イヌコリヤナギ・

オノエヤナギなど）による早期の緑化がふさわしい。これら

が定着後，跡地に適樹の高木類を導入する。 

被災後，関係機関や消火活動に当たった皆様のお陰と，お

よそ 1 週間ぶりの降雨で，何とか鎮火させることができた。

誠にご苦労様でした。県民の一人として心から感謝している。

これからの復旧対策は容易なことではないが，宜しくお願い

したいものである。 

私個人は何も協力できなかったが，日本プロ野球からアメ 

 

 

図-1 火災における典型的な林地の被災図 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リカ大リーグのドジャースに入団した大船渡高校卒の佐々木

朗希投手は，契約金のなかから，郷里に多額の見舞金一千万

円と寝具五百組を寄贈している。きっと被災市民の力になる

ことだろう。心から敬意を表するとともに，新天地における

今後の活躍を祈念してやまない。（2025年 3月脱稿） 

引用文献 

1) 村井 宏 (1972) 林野火災が地表流下，浸透および土砂

流出に及ぼす影響，水利科学，16(2): 51-76. 

 

 

写真-1 大船渡の林野火災跡地（2025 年 10 月 5 日，吉﨑真

司氏撮影） 

 

 

 

 

13



 

日本緑化工学会 コミュニティレター 4号 

 

研究ノート Research Note  
 

斜面緑化と中山間地の活性化 

 

橘 隆一  

 

東京農業大学地域環境科学部／斜面緑化研究部会（r3tachib@nodai.ac.jp） 

           
山地災害跡地や開発跡地などの法面に速やかに緑を回復さ

せるには，土木工事ばかりではなく，多彩な植物を活用した

緑化工事が不可欠です。そして，こうした現場では牧草や飼

料木が積極的に利用されてきたことは周知の事実です。 

現代につながる斜面緑化技術の原点はどこにあるのでしょ

うか。例えば，日本における法面緑化の起源と変遷に関する

技術史的研究（飯塚，2013）では，縄文・弥生時代における

土葺住居に自然の植生被覆を期待した工法や，古墳築造技術

の中に現在の土壌シードバンク工法とも言えるような試みが

あった可能性なども指摘されています。このようにその原点，

起源については様々な考え方があるとは思いますが，ここで

は，当時林業試験場の技師だった佐藤敬二らが「斜面混播法」

を考案した 1939（s14）年（村井，1984）をスタートとして

考えてみたいと思います。 

 

「斜面混播法」では，従来の大量の野芝の使用をやめ，は

げ山の早期，経済的な緑化を図るために，野生樹草種が播種

されました（村井，1984）。植生遷移を自然的に進行させよう

とする生態学的観点に立った工法で，まさに「線的」緑化か

ら「面的」緑化への技術的転機（村井，1984）といえます。

なお，このとき播種された種子は，アカマツ，クロマツ，ヤ

マハンノキなど木本類 8 種，チカラシバ，トダシバ，オカル

ガヤなど草本類 6 種でした（村井，1984）。 

その後，「緑化工」という言葉が生まれたのは，1951（s26）

年，活字では 1953（s28）年での公表が最初で，いずれも倉

田益二郎先生が使い始めています（村井，1984）。 

かつて，日本緑化工学会誌のコラム・緑の談話室にも書か

せて頂きましたが，私は学生の頃から倉田先生の資料を収集

してきました（橘，2007）。それは，伝え聞く人柄や研究内容，

また物事の考え方が実にユニークで魅力に溢れた，真に尊敬

すべき人物だと思っているからです。それが高じて，大学院

に残っていたフシも，正直，少なからずあります。そうした

中で，私が特に強い興味を持っていること，それは倉田先生

が大学を卒業後，この「緑化工」技術を体系付けるまでの間

にどんな思考があったのかということです。 

 

倉田先生は 1934（s9）年に東京帝国大学農学部林学科を卒

業後，富山県林業試験場で林間薬草栽培試験に従事し，1940

（s15）年から，農林省林業試験場大正試験地で，造林地内で

の農作物や樹芸作物の間作に関する試験を行い，かつ，四国･

九州地方の木場作（こばさく；立木の伐採後の林地において，

植栽された苗木の間に作物をつくる農法，アグロフォレスト

リー（関岡，2023））林業を見る機会も多かった（倉田，1965）

そうです。その後，1953（s28）年に宇都宮大学へ教授として

赴任，農学部林学科の防災工学講座を担当されます。 

農林省林業試験場に転任して間もない頃，富山県山林会報

への興味深い投稿が見られます。それは『林業の新体制「多

角形林業経営」に就て』というタイトルで，戦時下のまった

だ中，円滑な物資の配給を得る状態に達するにはまだまだ日

数を要することを背景に，林業経営の対象範囲を極力拡大し

て，林地を最高度に集約利用し，林業経営上必要な物資の最

高限度まで自給する「高級なる多角林業」を目指すべきだと

述べています（倉田，1940）。さらに，林地から木材も，炭も，

食料も，綿も，繊維も肥料も・・・生産するとし，これこそ

時局下林業の進むべき目標と断言しています（倉田，1940）。

そして具体例として，ナラ林地における肥料供与として肥料

木（アオキ，ヤマハンノキ，アカシヤ，ハゲシバリほか）の

混植と，畜類の飼料供給源としてドングリや樹葉の採取を挙

げて推奨しています（倉田，1940）。また，林業については，

そもそも林木を対象とするだけでなく，ときに農業，畜産，

漁業，観光などの支援産業でもあって，他の犠牲的産業の立

場のこともあるとし，ただ山の木さえ早く，大きく，金にな

れば良いわけではないと考えていました（倉田，1965）。 

つまり，この時代には，いわゆる混牧林に関する研究を推

し進めていたといえます。混牧林（grazing forest / woodland 

pasture）とは，一般に林業と畜産業との複合利用に供される

森林のことで，森林内に家畜を継続的に放牧しつつ，林木の

林業利用を行う経営形態で，林内放牧，林間放牧，森林放牧

ともいいます（関岡，2023）（図-1）。ただ，戦後の拡大造林

は荒っぽい造林作業によって表土を傷つけ，山林労働者の確

保も難しくなりつつあって下刈作業の省力化が求められてい

たため，速やかに地表を覆い，苗木よりも背の低い牧草が求

められました（岩波，2002）。そのためか倉田先生は「土地保

全と知力の維持増進を図る目的をもって，樹木栽培地に草類

を栽培し，その表面をおおう農法」と定義付けた「草生造林」

という言葉を用いています（倉田，1965）。いずれにせよ，長

期的生産サイクルの林業に短期・中期的な生産サイクルの特

用林産物の生産や牧畜業を組み合わせることで，中山間地に

おける安定した生産性の確保を模索していたといえます。 

1959（s34）年の「畜産の研究」誌面上にある「実用畜産問

答」コーナーでは，近頃よく聞く「緑化工」とは牧草の草生

改良のことか，という質問に対して，国土開発の観点から，

荒廃地や傾斜地を産業上有利に転換することをねらって生ま

れたのが「緑化工」の思想であるとし，林業，果樹関係者に 
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図-1 「草生造林の実際（倉田，1965）」の口絵写真 

 

 

図-2 「優良牧草と飼料木（倉田，1958）」と 

「緑化工技術（倉田，1979）」の表紙 

 

はもっと草を導入しなさい，また畜産関係者にはもっと肥料

木を導入しなさい，そうすれば，それが一石二鳥となって有

利だとおすすめしたい（倉田，1959）と説明されています。

お目にかかったことは一度もありませんが，このくだりにつ

いては，なんとも倉田先生らしい回答だなと思います。 

 ちなみに，そんな感心をしていたら，非常に仲のよかった

といわれる小出博先生も同様の感想をお持ちだったようで，

「緑化工概論」の出版に際し，「書名のつけ方からして，著者

が何者であるかの見当はつくだろう。書名のかしらに，治山

砂防・草木増殖と謳ったあたり，倉田益二郎の脳味噌からで

なければ，ちょっと醗酵しそうもない思いつきである」と述

べられています（小出，1959）。これは非常に面白いですね。 

以上のように，この時代の研究対象は様々な特用林産物や

牧草･飼料木と多岐にわたったわけですが，研究を進めると同

時に，これらの植物の成長速度の速さや表面浸食の防止効果

に気付くことになります。やがて，その研究成果が，その後

の高度成長期の大規模な国土開発よって出現した多くの斜

面・法面や，山地災害の跡地における緑化工事に見事に応用

されていくことになるわけです。「優良牧草と飼料木（倉田，

1958）」と「緑化工技術（倉田，1979）」の表紙を並べて見る

と，それまでの歴史が浮かび上がるようです（図-2）。 

緑化植物に牧草や飼料木が使用されてきた背景に存在する，

このような歴史に触れると，緑化工技術は単に防災的な役割

を担うだけでなくて，より広く，中山間地の活性化にもつな

がるような技術的発想がもっと強くあっても良いと思います。 

 

さて，私はといいますと，今年，薬用植物でもあるナス科

のハシリドコロについての研究に着手することとなりました。

昭和医科大学との共同研究で，生薬原料の一つとして国産化

を目指します。農大奥多摩演習林にて実習を続けていますが，

近年，いっそうシカの不嗜好性植物が目立ってきました。毒

性の強いハシリドコロもその一つです。何が生えても何を生

やしてもシカに食べられてしまう今のご時世，ハシリドコロ

であれば食べられにくいという事実があります。ならば，林

内での栽培に大きな障害はなく，むしろ林内環境の改善や中

山間地の活性化に寄与するのではないか，という発想です。 
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研究ノート Research Note  
 

緑化の居酒屋談話その 3 「覆ってしまえばいい」の功罪の巻 

 

田中 淳  

 

国土防災技術株式会社（jun-tanaka@jce.co.jp） 

           
 みなさま，その 3 を記述することになりました。若手技術

者からのファンメールも届きました。少しは意味のある居酒

屋談話になっているようでうれしいです。前 2 回では，1970

年代以前に行われていた 3種類の緑化と表面侵食防止の研究

のうち，「植被率と侵食の関係を整理した試験」そして，「侵

食防止剤の効果確認試験」について記述しました。今回は，

「森林内のリター等の堆積物にならって被覆物を設置し侵食

量の関係を整理した試験」についてまとめます。 

 この内容は，2023 年の第 54 回日本緑化工学会大会の研究

集会４，「高強度の降雨に対応する斜面緑化を考える（II）」

の話題提供の一部を活用しています。 

名を伏工という 

 中島 6)らは，山腹工の形状によって侵食土量が異なること

を示しました（表-1）。侵食土砂量多少は，全体を覆う粗朶伏

工＜積苗工＜水平溝工＜カヤ筋工＜普通植栽＜裸地という関

係性を整理しました。侵食防止のためには，粗朶伏工のよう

に初期に地表面全体を覆うことの重要性を示しました。 

 このような治山技術の中で斜面全体を覆い侵食を防止する

方法は，伏工と呼ばれています。伏工は，降雨，凍上等によ

る表土の侵食を防止し，植生の早期導入のため種子の発芽・

生育環境の改善を図ることを目的とした 7)ものです。現在で

は表-2のように 4種類の伏工が記述されています。もっとも，

「そだ」はほぼ実施されていないと思います。みなさん「そ

だ（粗朶）」を知っていますか？自然の山に繁殖しているヤナ

ギなどの直径数 cm の木の枝を集めて束状にしたものです。

のり面緑化の標準となっている道路土工指針には伏工やそれ

に類するものは記載されていません。治山緑化と道路緑化で

はその成り立ちから少し仕様が異なります。「山地治山事業は，

治山施設の適切な配置と森林の整備により，災害の防止と軽

減を図るとともに水源のかん養に資することを目的」7)とし，

道路は（道路のり面）の機能強化を目的に行われているため

当然ともいえます。目的が異なれば，必要とされる機能，効

果も異なります。道路土工指針に準拠してすべての緑化が評

価される現状は考え直す必要があるでしょう。 

伏工の被覆密度や置き方 

 滝口 10)らは，粗朶を模した伏工の材料とした場合の，配置

方法別の侵食防止効果について材料および，置き方（たて方

向，よこ方向）および被覆密度を変化させて土壊の流出量を

測定し，それらの値が，降雨量，傾斜などといかに関連する

かを実験的に解析しています（図-1）。 

 被覆割合が 30%でも裸地の 50%以下の流出土量となるこ

と。流出土量は，降雨強度大なほど，傾斜急なほど多量であ

るが，被覆の度合が多くなると，流出土量はいちじるしく少

なくなること。被覆材料の置き方では縦と横との差はほとん

ど認められないこと。などを示しています。 

 山寺 13)は，伏工の材料としてわらむしろや当時使用されて

いた各種ネットと侵食防止能との関係を整理（図-2）しまし

た。ここで使用された「わらむしろ」は，現在の「わら伏工」

だと思われます。本来「わらむしろ」はわらを布のように編

み込んだものと想像していますが，わかりません。誰か教え

てください。このようなわらむしろは，隙間もほぼなく，そ

の重量もかなり重くなります。苗木の周辺を保護（雑草の発

芽生育防止）するマルチングといった用途としては使用でき

ますが，種子の発芽を期待する資材としては不適と思われま

す。この試験報告のように，被覆率 95％や，100g/m2といっ

た素材を製造することは困難です。「わら伏工」，および本試

験の「わらむしろ」は，わらを編み込まず，滝口の試験のよ

うにスダレ状に編んだものと想定されます。時代が異なると，

用語の使い方も変わってくるのかもしれませんが，再定義す

る必要を感じます。 

 試験結果は，ネットの被覆率と流出土量の割合として整理

されています。室内実験，野外実験共にネットの被覆率が高

くなると，流出土量が減るという結果となっています。ネッ

トは縦糸と横糸によって形成されますが，横糸の侵食防止効

果が高いこと，太すぎず，細すぎず，適切に地山に密着する

糸径がよいとしています。もちろん糸の素材によっても変わ

ることです。また効果がもっとも高かったわらむしろのわら

の重量の違いをまとめ，わらの重量がほぼ 500g/m2になると

ほとんど流出は起こらないとしています。 

 現在一般的に利用される植生シート，植生マットは，市場

単価 3)にて規格が決まっています。これらの商品は施工後に

種子を付着させた紙や不織布などがほぐれ，縦横の糸が残る

状態となります。測定したことはありませんが糸および肥料

袋の被覆率は 10 や 20％程度でしょう。この数字を図-2 のグ

ラフに当てはめると，決して侵食防止効果が高いものといえ

ません。繰り返しますが，伏工の目的は，降雨，凍上等によ

る表土の侵食を防止し，植生の早期導入のため種子の発芽・

生育環境の改善を図ることなのです。春先に早期全面緑化を

目的とした種子配合にて植生シートを設置したならば，2 週

間で発芽生育し，一定の効果を示すでしょう。コミュニティ

ーレター2 号の緑化の居酒屋談話で示したように，芝草がご

く小さい時点（施工後 15~20 日の幼植物期）でも相当な効果 
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表-1 試験工種と侵食土砂量，植生成長状況との関係 6) 

 

 

表-2 伏工の種類（一部加筆）2) 

種別 材料 適用箇所 

そだ伏工 そだ 凍上等による階段間斜面の侵食や崩落を防止する必要がある場合で，かつ止め杭等が打ち込みやすい箇所 

むしろ伏工 むしろ 凍上等が著しい斜面，寡雨乾燥地帯，表土が軽くて荒い地帯 

わら伏工 わら 斜面が比較的緩やかな寡雨地帯，表土が軽くて荒い地帯 

二次製品 むしろ 

化学繊維類等

のシート，マッ

ト 

主に以下のような種類があり，材料の特性に合わせて適用する。 

植生シート伏工：種子、肥料が付着した植生シート（不織布、化繊ネット等）を、地表に密着させながら伏せ

ていく工法である。むしろ伏工又はわら伏工に類似して比較的条件の良いところに用いる。 

植生マット伏工：種子、肥料、保水材及び有機質資材を装着した植生マットを、アンカーピン等で地表に留め

つつ伏せていく工法である。植生シートより厚く強度も強いので、保湿効果や侵食防止効果が大きいため、比

較的条件の悪いところに用いる。 

自然侵入促進型植生マット工：生態系保全の観点から、施工地近傍に自生している植物の種子を捕捉する工法

である。植生の成立に長期間を要する等の短所もあり、その使用には現地の状況（崩壊規模、緊急性等）を考

慮する必要がある。 

 

 

図-1 流出土砂量 10) 

 

がある 4)ためです。一方，晩秋から冬の施工時はどうでしょ

う。紙や不織布がほぐれ縦横の糸が多くなった状態つまり，

被覆率が低い状態で伏工としての効果が十分に発揮されるで

しょうか。伏工を設計・施工する場合には，このような条件

を十分配慮して，使用する二次製品を決定する必要があるの

です。 

誰が思いついたのか伏工に種子を入れるなんて 

 伏工はその名の通り，斜面実播工の後に，地表面を覆うも

のです。マルチング材といってもよいでしょう。伏工を実施

する前に行う斜面実播工は，(1)人力によって種子と肥土等の

緑化資材を面状に播くもの。(2)溝を切った部分に土と肥料を 
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図-2 ネットの被覆率と流出土量の割合 13) 

 

図−3 むしろのわら重量と流出土の関係（傾斜 45゜）13) 

 

入れ，その上に種子を播くもの。(3)種子と肥土を混合したも

のを溝を切って播くもの。の 3 つ 7)があります。 

 ここで誰かが気づいてしまったのですね。伏工に種子付け

れば楽じゃないかと。どうせ伏工を張る手間はあるのだから。

そして肥料も付けられる。なんなら土も入れてと考えた人が

いるのです。そう，植生シート，植生マットの誕生です。 

 1962 年 8 月に吉村敏雄さんが種子付むしろ（商品名；ロン

ベル）を開発し，特許取得し使用した 8)と記述されています。

以後多くの植生シート，植生マットが開発，販売，施工され

るようになっていきます。このシートやマットの歴史につい

ても興味深いですが，適任者は私ではないでしょう。 

被覆量の最適解は 

 岩川 2)は，「現地における草生をみると，良好な被覆を保っ

ているところでは乾燥重量で約 200g/m2 以上，中程度で

100g/m2前後以上，緑化不良なところでは 0～30g/m2程度の

生育量である。ちなみに草生地・採草地などの例をみると，

ススキなどの長草型草地では 300g/m2，ワラビ型草地では

130g/m2，短草型草地では 50g/m2，荒廃型のところでは

20g/m2などであるが，施工地における緑被形成の変化と，か

なり対応することがうかがえる。また，緑化工における被覆

材の使用量をみると，被覆用ムシロ類では約 300g/m2，斜面

混播工における被覆ワラでは 400g/m2，吹付工におけるファ

イバー類では 150〜200g/m2程度である。」と報告しています。 

 小橋 4)は，立川ロームの入った土槽を綿状の被覆材で覆い

その上に切りワラを 200g/m2，400g/m2，600g/m2散布と，散

布しない 0g/m2を比較試験しています。切りワラでは量が増

すほど浸透能が増え，地表面に届かず被覆物内を流出する水

が増えること。切りワラ 600g/m2 では 20％程度が地表面に

到達しないと想定されると報告しています。600g/m2 とは，

形状は異なるがトールフェスクが繁茂した状態550g/m2相当 

に近い値としています。 

 古野 1)は，ススキの地域性種子を活用した緑化資材の比較

試験を実施し，3 年後のススキをはじめ侵入種の被度は，ワ

ラ重量 450g/m2未満の方が，450g/m2以上よりも高いことを

報告していいます。 

 先の山寺の報告 13)では，500g/m2が望ましい（図-3）とし

ていますが，これは，侵食防止効果を報告したもので，植物

の発芽生育には必ずしも最適というわけではないということ

でしょうか。 

新しい時代の発明，侵食防止用植生マット（養生マット） 

 時代は変わり，被覆量（重量）はそれほどなく，侵食防止

効果を高めた製品が市場に出されるようになります。現在で

は侵食防止用植生マット（養生マット）として，植生シート

工や植生マット工と同様に市場単価 3)となり，一般化してい

ます。この侵食防止用植生マットも種子が入った植生シート，

マットに類するもの，種子が入っていない伏工に類する養生

マットの 2 つのタイプがあります。 

 この資材は，1990 年頃から山口大学 9)などの研究グループ

が開発したものです。ポリエステル製の細い繊維をランダム

に絡まるよう成形した不織布であり，不織布の厚みは数ミリ

といったものです。不織布を 3 次元的に見ると 99％程度の間

隙を持つため，この間隙率の高い不織布内を雨水が効果的に

排出されるという機能を持っています。さらに間隙は非常に

細かく降雨の雨滴が直接あたらないため，衝撃を緩和すると

いう効果も持っています。山寺の報告 13)ではむしろやネット

などを真上から見て被覆率を求めていますが，この不織布の

被覆率は 100％といってよいでしょう（拡大してみていくと

何％になるのでしょうね）。平面的ではなく，立体的に大きな

間隙を持つということがポイントです。 

 この不織布の目付量と侵食防止効果は比例関係にあるが，

植生生育のことを考えると 45g/m2 が上限 9)と記載されてい

ます。侵食防止効果のための被覆量を増やし過ぎれば初期発

芽生育が悪化するというトレードオフの関係にあるというこ

とがわかります。緑化を考える時は，覆ってしまえば良いと

いう発想だけでは危険ということでしょうか。これは，侵食

18




